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会 議 名 令和５年度第２回いわき市地域自立支援協議会 

日 時 
令和５年８月24日（木） 

午後２時00分から午後３時30分 

会 

場 

いわき市役所 

第８会議室  
【構成区分】 （氏名） （所属・職名） 

出 

席 

委 

員 

 

障がい者福祉団体 吉江 路子 

吉村 真澄 

渡辺 さゆり 

鈴木 世津子 

いわき市盲人福祉協会女性部会 会計 

いわき市手をつなぐ育成会 監事 

いわき地区自閉症児・者親の会 会長 

いわき市身体障害者福祉協会 会長 

障がい者福祉施設等 長谷川 秀雄 

鍛治 奈保子 

古川 敬【会長】 

谷平 耀宗 

鈴木 恵美子 

いわき地区障がい者福祉連絡協議会 会長  

(福)いわき福音協会エデンの家 作業療法士 

(福)育成会 常務理事 

(福)誠心会 理事兼事務局長 

(福)希望の杜福祉会 けやき共同作業所 施設長 

障がい者関係機関 

 

菅野 美恵子 

渡部 孝男 

梅原 佐登志 

佐藤 香 

磯 咲生恵 

福島県立いわき支援学校 校長 

福島県立平支援学校 校長 

いわき公共職業安定所 所長 

いわき障害者就業・生活支援センター 所長 

(福)いわき市社会福祉協議会生活支援課 主事 

市民代表 渡辺 成子 いわき市ボランティア連絡協議会 

 

欠 

席

委

員 

学識関係者 

 

 

障がい者福祉団体 

三好 圭 

吉沢 和朗 

志賀 忠夫 

石井 静子 

長谷川 勇三 

医療創生大学 健康医療科学部 准教授 

独立行政法人国立病院機構いわき病院（内科） 

公益財団法人磐城済世会舞子浜病院（精神科） 

いわき聴力障害者会 副会長 

いわき市腎臓病患者友の会 会長 

事 

務 

局 
いわき市 山廼邉 直人 

平子 大樹 

髙久 慶子 

佐藤 公威 

吉田 裕史 

永井 修平 

齊藤 将智 

木田 翔一 

石井 優悠佳 

若林 礼佳 

障がい福祉課 課長  

同      課長補佐 

同      支援係長 

同      事業係長 

同      主査 

同      事務主任 

同      事務主任 

同      事務主任 

同      事務主任 

同      主査 

基幹相談支援センター 園部 義博 

坂本 建 

鈴木 洋 

いわき基幹相談支援センター所長 

いわき基幹相談支援センター 

同 

地域生活支援部会 草野 美保 地域生活支援コーディネーター 
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障がい者相談支援センター 古市 浩子 

小松 しおり 

いわき障がい者相談支援センター 

同 

配
付
資
料 

⑴  次第 

⑵  席次表 

⑶  令和５年度第２回いわき市地域自立支援協議会資料 

⑷  第５次いわき市障がい者計画（後期） 

 第７期いわき市障がい福祉計画 

 第３期いわき市障がい児福祉計画 
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議事要旨 

１ 開会 

２ 会長挨拶 

３ 報告事項 

いわき市地域自立支援協議会設置要綱第６条に基づき、古川会長が議長を務めた。 

（『４ 協議事項』、『５ その他』も同様） 

議事 発言者 内容 

⑴ 令和５年度

専門部会活動

報告について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

長谷川

（秀）

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

配布資料Ｐ３～18に基づき、令和５年度における各

専門部会の４月～７月までの活動状況及び評価につい

て報告。 

 

地域会議の中の発表にあった「居場所づくり」非常

に良いと思う。生活困窮し、社会から孤立してる方々

が気楽に集まれ、社会との関係が少しずつ復活してい

くような、こういう取り組みは非常に大事である。 

ひきこもりの方が全国で80万～100万と言われる世

の中である。 

そんな中で、みんなでバーベキューをやろうとなっ

たら、やはり金銭負担の問題があって、行けない方が

出てくるということは確かにあるのだろうと思う。 

生活困窮してる方々がお金の問題で行きづらいとな

らないよう、何らかの手だてを具体的に考える必要が

ある。 

一つの方法として、私自身が代表を務めている法人

でフードバンク活動をしており、食料が結構備蓄され

ている。例えば、いわきFCの協賛企業から、ホットケ

ーキ120個などの提供があったりするので、それを使い

ホットケーキパーティーのようなことはできるかもし

れない。無料でいただいている物なので、必要であれ

ば、それを無料提供し支援することも可能である。 

そういった団体同士の連携において、自身の持ち出

しではなく、無料提供のものを活用し、みんなでわい

わい言いながら、といった機会を持つことができると

楽しいかなと思う。 

 

 長谷川委員からの提案や色々な考え方については、

今後の参考にさせてもらうこととしたい。 

お金の問題というのは、難しい課題かと思う。すぐ

に解決には至らないかもしれないが、意見として承る。 
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４ 協議事項 

議事 発言者 内容 

⑴ 第５次いわ

き市障がい者計

画（後期）等の素

案等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

長谷川 

（秀） 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

長谷川

（秀）

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 配布資料Ｐ19～30及び 

別冊（第５次いわき市障がい者計画（後期） 

第７期いわき市障がい福祉計画 

第３期いわき市障がい児福祉計画） 

に基づき、第５次いわき市障がい者計画（後期）等の

素案等について説明。 

 

 今回は、第５次いわき市障がい者計画の後期につい

て、パブリックコメント募集についてが協議事項とな

っているが、第７期いわき市障がい福祉計画及び第３

期いわき市障がい児福祉計画については、令和６年度

から実施との記載があるが、既にその二つの計画は出

来上がっているということか。 

 

 第７期いわき市障がい福祉計画及び第３期いわき市

障がい児計画については、見込量や成果目標に関して、

現行の障がい者計画の実数、障がい福祉計画の実績等

を精査中であり、その作成は10月中に終了の予定とな

っている。 

 そのため、福祉計画については、見込量等の精査終

了後に素案作成となり、パブリックコメント実施の際

に、素案発表ということとなる。 

 

 つまり、パブリックコメントの際に、我々もその素

案を見るということになるという回答かと思うが、長

谷川委員どうか。 

 

 本協議会の提案を経ずに素案がオープンになるとい

うことか。 

 

 

本協議会の日程や、計画策定スケジュール等の観点

から、協議会にかけてからパブリックコメントを実施

するというのは、日程的に難しいため、福祉計画につ

いては、協議会前にパブリックコメントを実施し、そ

の結果に関しては、令和６年１月の協議会にて報告さ

せていただく予定である。 
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⑵ いわき市に

おける日中サー

ビス支援型共同

生活援助事業の

実施状況等の報

告・評価の方法

について 

議長 

 

 

事務局 

 

事務局 

 

 

 

長谷川 

（秀） 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉村委

員 

 

 

 

 

 

コメントも含めての協議の場というのが、来年１月

の自立支援協議会であるということでよろしいか。 

 

お見込のとおりである。 

 

配布資料Ｐ31～35に基づき、いわき市における日中

サービス支援型共同生活援助事業の実施状況等の報

告・評価の方法について説明。 

 

31ページの中で出てくるように、他のグループホー

ムや障害福祉サービスにはこのような規定はないとい

うところが非常に気になる。 

恐らくであるが、閉鎖的な空間になりやすく、1箇所

で生活し、日中活動もしていくとなると、外部の目が

あまり入らず、虐待等が起きなかといった懸念もある

かと思う。やはり、定期的なチェックをすることで、

抑止を図るといった目的もあるのではないか。 

最近では、精神科病棟等の閉鎖的な空間での虐待も

多くなっている状況であるため、そういったことの防

止といった観点からも、チェックの仕組みとして、こ

のような報告や評価といった項目が設けられたのかな

と思う。 

その点では、計画相談支援を入居者全員につけるよ

うな形で、支援者が入っていく必要があるかと思うが、

必ずしも全員に計画相談員が付くわけではないような

ので、やはりできれば外部の他の法人に計画相談支援

に入ってもらい、他からの目が入る、緊張関係も生ま

れる、という形で、権利侵害が起きないような仕組み

を講じていくことが必要だと思う。 

市内で１箇所が指定を受けたとのことだが、その団

体には頑張って欲しい。また、モデル的にケースを持

って報告して欲しいと思う。 

 

 重度の障がいを持つ方にとって非常にニーズの高い

サービスかと思う。 

長谷川委員の意見にもあったとおり、やはり閉鎖的

な空間であるため、虐待防止の観点からも、計画相談

支援事業所のモニタリングについて、通常６ヶ月毎と

しているところが多いが、３ヶ月毎にするなどして、

評価を行うなど、評価を厳しくすることなども、 
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鍛治委

員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

谷平委

員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

谷平委

員 

 

議長 

 

 

 

 

考えていく必要性があると思う。また、これは案だが、

例えば、大学生の実習生やボランティアの受け入れを

しているかどうかといった項目も加えるなど考えても

良いのではないか。 

 

 他のグループホームには、報告・評価を受けるとい

った規定がないとのことだが、指定を受けた事業所に

何かメリットはあるのか。 

 

国の制度上の報酬体系として、やはりより重度の方

を支援する施設となるので、人員配置も手厚くしてい

くということが想定され、制度上１件当たりの報酬が

少し高めに設定されているというところがある。 

しかし、実際の運営状況は指定を受けた事業所でな

いとわからないところがある。 

 

他の障害福祉サービスを展開している関係者の方ど

うか。この辺についての情報など、何かないか。 

報酬体系も一般のグループホームに比べると高いとい

うことや、利用者の方が、複数のサービスじゃなく、

そこですべて完結できるなど、色々メリット、デメリ

ットはあるようだが、谷平委員、何かご意見等ないか。 

 

「評価」の話に関してになるが、地域生活支援部会

の構成について教えてもらいたい。 

 

 構成メンバーとして、基幹相談支援センター、地域

生活支援コーディネーター、特定非営利活動法人ソー

シャルデザインワークス、社会福祉法人みどりのかぜ、

社会福祉法人いわき福音協会の方がメンバーとなって

いる。 

 

 評価を行う際に、例えばそこに行政や学識経験者な

どの意見は必要ではないのかなと思う。 

 

自立支援協議会が、評価にあたるというのは、国の

方から決められている事項であるため、この組織が当

たる必要があるのだが、そういった内容については当

然、行政の方にも情報・報告が上がっていき、そこに

問題があるのか、ないのかということはそこで検討さ
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事務局 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渡辺 

さゆり

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

れることとなる。 

評価は地域生活支援部会で行うため、当然、本協議

会の全体会にも報告はされるということでよろしい

か。 

 

地域生活支援部会の活動の一つとして検討している

ため、全体会の方にも報告するという流れを想定して

いる。 

 

これからのスタートなので、どんな形式になるかと

いうのは見えない中での、暗中模索という状況である

と思う。 

この場に部会からの報告が上がってきて、その際に、

どんな内容が来るかというところが、利用される方の

メリット・デメリットや、先ほど質問のあった事業者

側のメリット・デメリットなど、そういったものも含

め、今後の事業展開に関わってくるのだろうと思う。

私も含めた社会福祉法人での捉え方も今後変わってく

るかと思う。 

その他、皆さんの方から何かないか。 

 

 短期入所が併設されるということだが、本市でのシ

ョートステイは定員が少なく、不足していると感じて

いる。そのような状況で、ショートステイも設置され

ているというのは良いことだと思う。 

ショートステイの人数が１～５人利用とのことだ

が、利用者がいない状況だと経営の面では大変になる

のではないかと予想できる。 

また、区分３以上の重度障害者の利用と書いてある

が、実施状況報告書には、区分１からとの記載がある。

これはどう捉えたら良いのか。 

 

グループホームの特徴として、区分３以上の方を主

に想定しているという書き方をしたが、区分１や２だ

から入れないという意味ではないため、実施状況報告

書ではその欄を設けている。 

しかし、事業所の運営として、悪く言えば軽い人を

多く入れてしまうということがないようというところ

では、例えば、この評価報告を行う場で、区分が軽い

人が多いようなことがあれば、そういったところは、
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谷平 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導や改善を求めていくといったことが想定されると

考えている。 

 

 ただいま、指導という言葉が出たが、そういった内

容は指導にあたるのか。 

 

法律上の指導のようなものにはならないと思う。改

善を求めるといったスタンスになるのではないか。 

また、運営基準等に抵触し得る内容があれば指導す

るという、例えば法人指導の部署等と共同しながら動

いていくなど、そういったことも可能性としては考え

ているが、この評価報告を行うというところのみであ

れば、指導とは異なることになるかと考えている。 

 

他にないか。 

ないようであれば、いわき市では初めての少額サー

ビスの分野であるため、我々が主体となって行うこの

評価報告、これも含め、推移を注視しなくてはならな

いと思う。 

全国的に、特に社福法人がこのサービスに手を挙げ

ないということが私も相当の気になるところではある

ため、そういった前例を作っていただいたところもあ

るので、しっかりと動向について注視をしていきたい

と思っている。 

では、協議事項２点、先ほどの（1）第５次いわき市

障害者計画後期等の素案等についてと、ただいまの（2）

いわき市における日中サービス支援型共同生活援助事

業の実施状況等の報告、評価の方法について、原案の

通り取り組むということで異議はないか。 

 

 （委員からの意見なし） 

 

では、異議なしと認める。 

 他に、事務局から何かないか。 

 

 



9 
 

５ その他 

議事 発言者 内容 

⑴ 次回の地域

自立支援協議会

開催予定につい

て 

 

⑵ 委員からの

お知らせ、周知等 

事務局 

 

 

 

 

長谷川

（秀）

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉村 

委員 

 

令和５年度第３回自立支援協議会については、令和

６年１月中旬頃の開催を予定している。開催場所等や

日時が近付いたら案内文書にて周知を図ることとす

る。 

 

本日、カラーチラシを配布したが、いわき市障がい

者福祉連絡協議会主催で、９月９日土曜日に中央台公

民館で開催する予定の障がいフェスイベントがある。 

介護人材不足で、若い人が入ってこない、後５年経

ったらどうなるのかと、皆が頭を抱えた状況であるた

め、それを嘆くばかりではなく、若い人に障がい者福

祉に関心を持ってもらおうということをコンセプトに 

スタッフも若い人、広告会社の若い方にもボランティ

アでアドバイスをお願いし、中高校生を対象とした勉

強的な雰囲気を一切出さないポップな感じのチラシデ

ザインとし、障がい者とともに、フラダンスやボッチ

ャなど、一緒に楽しむというスタンスの体験型のイベ

ントを企画した。福祉系に関心がある方はいると思う

のだが、敷居が高いと思っている方に来てもらうため

の仕掛けである。若い人が、障がい福祉の方に入って

きてくれることを期待した種蒔きの取組みである。 

障がい福祉課にも協力してもらい。市内小中高校に

チラシを配布してもらうようにお願いした。特別支援

学校の校長先生にも持っていくので、よろしくお願い

したい。ポスターを貼ってもらったりしながら、300人

ぐらいの若者が来てくれることを期待したい。やはり

介護人材不足を解消するために何かアクションが必要

だと思う。今回初めての取組みであるが、良い感触で

あれば毎年開催し、若い人が毎年数十人と障がい福祉

の分野に入ってきてくれることを期待したい。 

よろしくお願いしたい。 

 

もう一枚、配布したチラシは、いわき市における、

医療と教育福祉連携、移行医療の推進を目的とした勉

強会の案内である。参加をよろしくお願いしたい。 

 

 

６ 閉会 


